
第６学年 理科学習指導案 

日  時 ： 平成 24年 12月 18日（火）５校時 

指導者  ： 内海 智（Ｔ）          

理科支援員： 渡會 通子（Ｓ） 

場  所 ： 理科室            

１ 単元名 「水よう液の性質とはたらき」 

 

２ 単元の目標 

  水溶液には何が溶けているかに興味をもち，水溶液には気体や固体が溶けているものがあることを調

べたり，リトマス紙を使って水溶液を酸性，中性，アルカリ性になかま分けしたりすることを通して，

水溶液の性質を捉えることができるようにする。また，水溶液は金属を変化させるかに興味をもち，推

論しながら追究していくなかで，金属が水溶液によって質的に変化していることを捉えることができる

ようにする。 

 

３ 単元について 

（１）教材について 

  本単元では，第５学年の「物のとけ方」で習得した知識や技能を活用し，水溶液を見分ける方法を考

え，観察したり蒸発させたりして調べる。さらに溶けている物の違いや酸性，中性，アルカリ性などに

よって水溶液を分類することができることを捉える。また金属に水溶液を注ぎ，蒸発させて出てきた物

がもとの金属と別の物であるという仮説に基づいて，それを調べる方法を考え，実験を行い，水溶液の

はたらきについてまとめる。水溶液の分類やはたらきについて既習事項を活用しながら推論する力をつ

けることのできる教材である。 

 

（２）児童について 

  

 

 

（３）指導にあたって 

5 つの水溶液「食塩水」「石灰水」「アンモニア水」「塩酸」「炭酸水」を提示する。一見して見分けが

つかない水溶液を使うことにより，5 年生で学習した食塩水を蒸発させる実験を想起させ，どんな物が

とけているか推論させる。また，金属に水溶液を注ぎ，蒸発させて出てきた物がもとの金属と別な物で

あるということを，既習事項を基に推論させていく。その際，予想・仮説→検証計画→観察・実験→ 

結果→まとめという流れで問題解決に取り組ませる。仮説を基に検証計画を考える場面では，話型を使

うことで論理的に思考する力を育てさせたい。さらに，水溶液や実験器具などの適切な取扱い方を指導

し，安全に注意しながら実験を行わせることで，確かな技能を身に付けさせたい。 

 

４ 校内研究との関わり 

視点１ 言語活動の工夫 

 自分の考えを論理的に説明するための理科用語や話型を示す。 

・ 理科用語・・・リトマス紙，酸性，中性，アルカリ性，など 

・ 話型の例・・・「もし～であれば，○○すると・・・になると言える。」 

「～であった。このことから○○と言える。」「実験結果から，～と考えられる。」 



視点２ 他者との関わらせ方の工夫 

 「予想・仮説」「検証計画」「結果」「まとめ」の段階で，ペアや実験グループで話し合う場を設定する。 

一人では思いつかない児童が，友達と考えを交流することにより，自分の考えをまとめ，説明することが

できたり，確認したりすることができるようにする。 

 

５ 指導と評価の計画（本時 ８/１１） 
時間 目 標 学習活動 関 考 技 知 評価規準 

１
・
２ 

水溶液にはどんな違いが
あるかについて興味をも
ち，水溶液や加熱器具など
を適切に取り扱い，安全に
注意しながら水溶液の違
いを調べることができる。 

身のまわりにどんな水溶液が
あるかを考え，塩酸，炭酸水，
食塩水，石灰水，アンモニア水
にはどんな物が溶けているか，
調べる。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

水溶液には何が溶けている
かに興味をもち，進んで調
べる方法を考えたり，調べ
たりしようとしている。 

水溶液を蒸発させて，溶け
ているものが気体か固体か
を見分け，記録している。 

３ 

実験の結果から，５つの水
溶液の違いを見いだし，溶
けている物の違いやにお
いの有無によって水溶液
を分類することができる。 

水溶液には，気体や固体が溶け
ているものがあることをまと
める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

水溶液には，気体や固体が
溶けているものがあること
を理解している。 

 

４ 

リトマス紙を正しく使っ
て，水溶液の性質を調べ，
結果をわかりやすく整理
することができる。 

いろいろな水溶液をリトマス
紙につけて，性質を調べる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

リトマス紙を正しく扱っ
て，水溶液を調べ，色の変
化のようすを整理して，記
録している。 

５ 

リトマス紙の色の変化の
しかたについて正しく理
解し，リトマス紙の色の変
化から，水溶液は，酸性，
中性，アルカリ性の３つに
なかま分けすることがで
きることを捉えることが
できる。 

水溶液は，酸性，中性，アルカ
リ性になかま分けできること
をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

水溶液を，リトマス紙の色
の変化によって酸性，中性，
アルカリ性に判別し，水溶
液は３つになかま分けでき
ることを捉え，説明してい
る。 

水溶液には，酸性，アルカ
リ性および中性のものがあ
ることを理解している。 

６
・
７ 

水溶液には金属を変化さ
せるはたらきがあるかど
うかに興味をもち，水溶液
や実験器具などを適切に
取り扱い，安全に注意しな
がら実験を行うことがで
きる。 

水溶液には，アルミニウムと鉄
を変化させるはたらきがある
か調べる。 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金属に水溶液を注ぐと変化
するかどうかに興味をも
ち，進んで変化のようすを
調べようとしている。 

８
（
本
時
）・
９ 

安全に注意しながら実験
を行い，金属が溶けた液を
蒸発させるとともに，出て
きた物がもとの金属と同
じかどうかを調べること
ができる。 

塩酸にアルミニウムと鉄が溶
けた液を蒸発させて，出てきた
物の性質を調べる。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

水溶液や加熱器具を正しく
操作して，水溶液に溶けた
物を取り出している。 

出てきた物が，もとの金属
と同じかどうかを調べるた
めの実験方法を考え，説明
している。 

 
１０ 

 

 

 

 

水溶液には金属を変化さ
せるものがあり，金属が水
溶液によって質的に変化
したと考えることができ
る。 

水溶液には，金属を変化させる
ものがあることをまとめる。 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

金属が溶けた液を蒸発させ
て出てきた物をいろいろな
方法で調べた結果から，金
属は水溶液によって別の物
に変化したと推論し，自分
の考えを表現している。 

水溶液には，金属を変化さ
せるものがあることを理解
している。 

 
１１ 

 

これまで学習したことを
ふり返り，水溶液の性質と
はたらきについてまとめ
ることができる。 

水溶液の性質とはたらきにつ
いて，学習したことをふり返
る。 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

水溶液の性質とはたらきに
ついて，学習したことをま
とめている。 



６ 本時の学習指導（本時 ８／１１） 

（１）ねらい 

・塩酸に金属が溶けた液を蒸発させ，固体を取り出すことができる。（技能） 

・金属が溶けた液から出てきた固体は，もとの金属と同じかどうかを予想し，それを調べる方法

を考えることができる。（思考・表現） 

（２）準備物 

塩酸に鉄が溶けた液，塩酸にアルミニウムはくが溶けた液，試験管，試験管立て，蒸発皿，三脚，

加熱用金網，アルコールランプ，着火器具，るつぼばさみ，駒込ピペット，保護眼鏡，雑巾， 

トレイ，８つ切り画用紙，黒マジック，赤マジック 

（３）指導過程 

段階     学習活動   指導上の留意点  評価（評価方法） 

検
証
計
画
の
確
認 

１ 前時の学習を振り返る。 

 ○塩酸に金属を入れると，金属がとけ

たことから，金属はどうなったのか，

その行方や変化について話し合った

ことを振り返る。 

 

○蒸発実験をする意味を確

認する。 

 

２ 本時の学習問題とグループ毎の予想

を確認する。 

○予想に対する実験結果を

確認させる。 

 

 

 

 

観
察
・
実
験 

３ 実験内容を確認する。 

 （１）ろ過した液をそれぞれ蒸発皿に

２，３滴垂らす。 

 （２）アルミニウムがとけた液を蒸発

させ，観察する。 

 （３）鉄がとけた液を蒸発させ，観察

する。 

○演示をしながら手順を確

認し，安全に実験を行わせ

る。 

（T：説明 S：演示） 

 

 

 

４ 実験をする。 

 実験 塩酸に金属が溶けた液を蒸発

させよう 

  （１）（２）（３）の手順で行い，実

験が終わったグループは全員着席し

て，それぞれノートに実験の結果を

記録する。 

○喚気，保護めがねの着用， 

 実験中立つこと，ぬれ雑巾

を用意することなどを指

導する。 

○T，Sともに机間指導して

安全管理と記録の指示を

する。 

評価 ○技  

 水溶液や加熱器具

を正しく操作し

て，水溶液に溶け

た物をとり出して

いる。 

 （行動観察・記録） 

新
た
な
問
題
の
設
定 

結
果
の
整
理 

５ 実験の結果を全体で確認する。 

  「白っぽい物が出てきた。」 

  「黄色っぽい物が出てきた。」 

６ 新たな疑問を持つ。 

○「金属は気体になって出て

いったから何も出てこな

い」という予想は違うとい

うことを確認させる。 

 

 

予
想
・ 

仮
説 

７ 問題に対する仮説を立てる。 

  「もとの金属とは違う物である。」 

という仮説を設定する。 

○どうして違う物だと思う

のか，その根拠を挙げなが

ら，説明させる。 

 

金属がとけた液から出てきた固体は，もとの金属と同じ物なのだろうか。 

 

塩酸に金属がとけた液を蒸発させると，何か出てくるのだろうか。 

 



検
証
計
画 

８ 仮説を検証するための実験方法を考

える。 

 

       話型の提示（視点１） 

 

①個人の考えをノートに記入させる。 

②各グループで話し合う。 

③グループの考えをまとめる。 

（視点２） 

○既習事項を基に，もとの金

属と同じかどうかを調べ

るための実験方法を考え

させる。 

 

○もとの金属と同じ物であ

ることを否定する話型を

使い，教師が例を示す。 

評価 ○考  

 出てきた固体がも

との金属と同じか

どうかを調べるた

めの実験方法を考

え，説明している。

（記録・発言） 

９ 各グループで考えた方法を発表させ

る。 

○出てきた方法を分類，集約

して次時の実験につなが

るようにまとめていく。 

 

 １０ 次時の予告をして終わる。   

（４）評価 

大いに 

満足できる 

・水溶液や加熱器具を正しく操作し，安全面に注意しながら水溶液に溶けた物を取り

出している。（技能） 

・出てきた固体が，もとの金属と同じかどうかを調べるための実験方法を複数考え，

分かりやすく，説明している。（思考・表現） 

おおむね 

満足できる 

・水溶液や加熱器具を正しく操作して，水溶液に溶けた物を取り出している。（技能） 

・出てきた固体が，もとの金属と同じかどうかを調べるための実験方法を考え，説明

している。（思考・表現） 

支援の手だて 

・正しい操作を確認させ，グループの友達と協力して実験を行わせる。（技能） 

・もとの金属の性質を想起させるとともに，グループの話し合いを通して，もとの金

属と同じかどうかを調べるための実験方法を考えさせる。（思考・表現） 

（５）板書計画 

 

問題 

塩酸に金属がとけた液を蒸発させると，      塩酸に金属がとけた液を蒸発させよう。  

何か出てくるのだろうか。            （１）ろ過した液をそれぞれ蒸発皿に  

                       ２，３滴垂らす。 

                    （２）アルミニウムがとけた液を蒸発させ， 

 何も出てこない。                  観察する。 

気体になって何も残っていない。       （３）鉄がとけた液を蒸発させ，観察する。 

 何か出てくる。                   

  溶けた物がそのまま出てくる。          アルミニウム      鉄 

  変化した別な物が出てくる。           →出てきた       →出てきた 

                          白い固体        黄色い固体 

実験 

予想            

 

問題 

金属がとけた液から出てきた固体は， 

もとの金属と同じ物なのだろうか 

 

仮説 

 もとの金属とは違う物である。 

確かめる方法 

もし○○○○なければ，出てきた固体は～～～ではない。 

  （実験方法と結果）    （鉄・アルミニウム） 

○班 

 

○班 

もし○○○○なければ，出てきた固体は，～～～ではない。 

結果 



 


